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令和５年田村市教育委員会第 7回定例会議事録 

 

１ 招集日時   令和５年７月２５日（火） 午後２時３０分 

  

２ 招集場所   田村市役所 ４階 特別会議室 

 

３ 出席委員   教育長       飯 村 新 市 

教育長職務代理者  船 田 隆 典 

委員        栁 沼 かおり 

委員        佐 藤 由香理 

委員        根 内 喜代重 

 

４ 欠席委員   なし 

                             

５ 説明のため出席を求められた者 

職氏名    教育部長                佐 藤 健 志 

       教育総務課長              橋 本 弘 明 

参事兼学校教育課長           小 松 信 哉 

生涯学習課長              箭 内 瑞 喜 

教育総務課課長補佐兼教育総務係長    宗 像   隆 

教育総務課教育施設係長         根 本 一 広 

学校教育課管理主事兼課長補佐兼指導管理係長   高 田 秀 人 

学校教育課教育振興係長         紺 野 健太郎 

生涯学習課課長補佐兼スポーツ振興係長  遠 藤 和 夫 

生涯学習課生涯学習係長         本 田 啓 介 

 

６ 会議の書記  教育総務課 主査            坪 井 真里子 

 

７ 開閉会    開会 午後２時３０分   閉会 午後３時５５分 

 

８ 会議に付した案件は次のとおりである。 

報告第７号  田村市指定文化財（天然記念物）の現状変更等終了報告について 

議案第４３号 田村市学齢児童生徒の就学すべき学校の指定に関する規則の一部を改

正する規則について 

議案第４４号 田村市小中学校児童生徒の小規模特認校実施に関する要綱の制定につ

いて 

議案第４５号 田村市小・中学校遠距離通学児童等通学費助成金交付要綱の一部を改正

する告示について 

議案第４６号 令和６年度使用教科用図書の採択について 
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議案第４７号 令和５年度要保護及び準要保護児童生徒の認定について 

   

その他の案件 

 

９ 会議の経過は次のとおりである。 

発 言 者 内                容 

 

 

教 育 長 

 

 

 

委 員 

 

教 育 長 

 

 

 

 

書   記 

 

教 育 長 

 

委 員 

 

教 育 長 

 

 

教 育 長 

 

教 育 長 

 

 

教 育 部 長 

 

生涯学習課長 

 

教 育 長 

 

 

【開会 午後２時３０分】 

 

令和５年田村市教育委員会第７回定例会の開会を宣言。 

会期は、本日１日間とし、別紙議事日程によって進めたいが、異議は

あるか。 

 

（異議なし） 

 

異議なしと認める。会期は本日１日間とし、別紙議事日程によって進

めることに決定した。 

 会議録署名委員の指名。教育長指名で船田隆典委員と根内喜代重委員

を指名。書記に教育総務課 坪井主査を指名する。 

 

 令和５年第２回臨時会会議録の概要を朗読。 

  

ただいま朗読があった会議録について、承認することに異議はあるか。 

 

（異議なし）  

 

異議なしと認め、令和５年第２回臨時会会議録は、承認することに決

定する。 

 

日程第３、議案上程に移り、議案審議に入る。 

 

報告第７号 田村市指定文化財（天然記念物）の現状変更等終了報告

について、説明を求める。 

 

 報告第７号について議案書朗読 

 

 報告第７号について補足説明 

 

ただいま説明の、報告第７号 田村市指定文化財（天然記念物）の現

状変更等終了報告について、質問・意見はあるか。 
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委 員 

 

教 育 長  

 

 

委 員 

 

教 育 長 

 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 

委 員 

 

教 育 長 

 

教 育 部 長 

 

教 育 総 務 長 

 

教 育 長 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（なし） 

 

それでは、報告第７号 田村市指定文化財（天然記念物）の現状変更

等終了報告について、承認することに異議はあるか。 

 

（異議なし） 

 

異議なしと認める。報告第７号 田村市指定文化財（天然記念物）の

現状変更等終了報告について、原案のとおり承認する。 

 

次に、議案第４３号 田村市学齢児童生徒の就学すべき学校の指定に

関する規則の一部を改正する規則について、から 議案第４５号 田村

市小・中学校遠距離通学児童等通学費助成金交付要綱の一部を改正する

告示について、までの３議案は、全て小規模特認校制度に関連した提案

であるため、一括して審議したいがよろしいか。 

 

（異議なし） 

 

それでは、３議案について、説明を求める。 

 

 議案第４３号から議案４５号について議案書朗読 

 

 議案第４３から議案４５号について補足説明 

 

ただいま説明の、議案第４３号 田村市学齢児童生徒の就学すべき学

校の指定に関する規則の一部を改正する規則について、から 議案第４

５号 田村市小・中学校遠距離通学児童等通学費助成金交付要綱の一部

を改正する告示について、質問・意見はあるか。 

  

 （概要を説明） 

学齢児童生徒の就学すべき学校は規則によって定められているが、都

路小中学校を特認校に指定することで、都路小中学校で学びたいという

希望があれば都路小中学校に就学できますよ、という制度である。だか

らと言って、市内全部を自由学区とする訳ではない。例えば、滝根町に

居住している子どもたちが船引地区の学校に通学したいとなれば、これ

までどおり指定の変更等の手続きをしたうえで変更となる。都路小中学

校に関しては自由に指定変更が可能になるというのが趣旨である。 

 ただ、遠距離通学の場合に支給される通学費助成金の該当にはなりま

せんよ、というのが、議案第４５号通学費助成金交付要綱の一部改正の

内容である。 



4 

 

 

 

 

 

 

 

船 田 委 員 

 

教 育 長 

 

船 田 委 員 

 

教 育 長 

 

 

 

 

船 田 委 員 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

教 育 長 

 

 

船 田 委 員 

 

 

 

教 育 長 

 

船 田 委 員 

 

 

教 育 長 

 

 

 

 現在都路小中学校に通学している児童生徒の数が少ない状況であり、

これから更に少なくなってしまうということで、PTAや地域から「なん

とか子どもの数を確保するため、特認校制度があるのでぜひ指定してい

ただきたい。」という要望があって、今回の議案提案となった。県内でも

特認校制度を取り入れて子どもの数を増やしている学校がある。 

  

 湖南小中学校も特認校であったか。 

 

 西田学園は特認校である。 

 

 田村市内での異動であって、市外の方が希望した場合はどうなるのか。 

 

 他市町村からの子どもたちの受け入れは通常の区域外就学の取扱いと

なり、教育委員会が認めれば就学が可能となっている。 

 原発事故で避難地域から田村市の学校に通学している子どもたちはこ

ちらの制度を適用している。 

 

 「小規模特認校」という用語は一般的に全国で使われている用語であ

るのか。それとも田村市独自の用語であるのか。 

 

 全国で使われている用語である。県内でも喜多方市の上三宮小、いわ

き市の三和小中、伊達市の小国小・柱沢小・月舘学園小中、会津若松市

の大戸小中、全て「小規模特認校」という用語を使用している。 

 

国が言っている「小規模」とは、単学級を指している。なので、学年

で２学級あるような学校ではこの制度は使えないことになる。 

 

 スクールバス使用の可能性については、都路地区のスクールバス路線

まで保護者が送迎できれば、そこからはバスを利用できるということで

良いか。 

 

そのとおりである。 

 

市内の保護者に対し、この小規模特認校制度の周知はどのようにして

行くのか。 

 

 承認をいただければ、市ホームページや広報誌に掲載していく。更に

は学校への周知として、チラシがいいのかポスターがいいのか検討して

いく。まずは保護者の目に触れないと進まないので早急に周知方法考え

てやっていきたい。根内委員が都路小中特認校制度の推進に携わってい
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根 内 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐 藤 委 員 

 

 

根 内 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐 藤 委 員 

 

教 育 長 

 

佐 藤 委 員 

 

 

 

船 田 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

るので、根内委員から意見をいただきたい。 

 

 都路小中から要望を出した一つの背景としては、都路小中学校側から

見れば、どんどん子どもが減っていく中で一定数の児童生徒数を確保し

ながら学校づくりをしていく、ということがある。都路の子どもたちに

とっても良いことである。都路以外の市内の児童生徒に関しては、大規

模校で多人数の中で競い合って頑張れる子どももいれば、そうではなく、

少ない中だからやれる、という子どももいる。そういう意味では一つの

受け皿、のびのびと教育活動ができるような場となればいいかなと考え

ている。 

 

 都路小中の特色ある教育活動とあるが、どんな特色があるのだろうと

思う親御さんがいると思う。 

 

 特色については、小規模特認校導入を要望するにあたり昨年から継続

して行っている協議会の中で話し合っている最中である。保護者、地区

区長、民生員などにも参加いただき勉強会として進めている。都路小中

学校の特色はこういったものだ、というものを整理し、いくつかの Q&A

なども入れながらリーフレット的なものを作成していく予定である。 

もう一つは、教育委員会との協議にもなってくるが、オープンスクー

ル的な形で小中学校での実習を行い、必要に応じて面談も実施しながら

進めていきたいと考えている。 

 

 自由に見学できるということか。 

 

 基本的には学校と調整しながら進めていくことになると思う。 

 

 都路小中学校に行けば、こんな教育が受けられるよ。とか、こんな学

校なんだよ。というのが分からないとなかなか就学に繋がらないと思う。

リーフレットのようにまとめたものがあればわかりやすいと思う。 

 

 今思うと、児童生徒数が減ったから小規模特認校というのではなく、

もう少し活性化のあるうちに進めていれば良かったと思う。 

 私が都路の学校にいた頃は、スポーツ面では県大会や東北大会でも優

勝するような実績が多くあった。高校進学も８割方が推薦入学であり、

しかも進学先は全県下であった。合唱などでも東北大会出場の実績があ

る。夜間練習を実施してもきちんと保護者の送迎があり協力体制が整っ

ていた。その進学率や部活動の成果をアピールできれば就学希望も増え

ると思うが、今となっては規模が小さすぎる。小規模特認校についても

う少し早く推進できればよかったと思う。 
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根 内 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栁 沼 委 員 

 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

船 田 委 員 

 

 

教 育 長 

 

栁 沼 委 員 

 

教 育 長 

 

 

 そういったところでは、通常なら複式となっている状況であるが国や

市教育委員会にお世話になり加配を入れていただき、何とか単学級でや

れている状況である。そんな中で都路の子どもにとっても田村市の子ど

もにとってもより良い教育活動の場を造っていければと考えている。 

 中学校の部活動の話であれば、一昨日のことになるが、７人しかいな

いバレー部が県大会まで行って活躍しているし、小学生のスポーツ少年

団活動においても頑張っているところである。 

 

 特認校制度を利用しても人が集まらないようなら何か新規事業を展開

する必要があると考えている。例えば、現在交流のある東京都中野区の

小中学校とテレビ会議システムでつなぐ交流授業といったようなものを

取り入れて、都路では東京の子どもたちと一緒に学べますよ。というよ

うなことも言えると、関心のある親御さんはいると思うので、呼び込む

ことが可能となってくるのではないか。これが、都路小中が考えている

特色ある教育活動にマッチするかはこれから相談していくことになる。

これは都路に限らず市全体として東京の授業の風を吹き込んでいきたい

なと思っている。その先駆けを都路小中で担ってもらえるとありがたい。 

 

 周知が上手くいって、都路小中特認校への就学を希望する児童生徒が

多くなった場合、数に制限を設けるのか。 

 

 小中学校で上手に教室を活用していければいいと思う。１クラスを超

えるようなことがあれば大変嬉しい悲鳴である。そうなった場合には教

室のやり取りをして、常葉小中学校で実施しているような、６年生は小

学校ではなく中学校の教室を利用して授業を受けるというようなことを

すれば可能である。市内全体で良い意味での競争に繋がっていくといい

なと思う。初めての制度でもあるので、教育委員会としてもしっかりと

サポートし、リードできることはリードしながらこの制度を成功させた

い。 

 

 休み明けに公布をするとすれば、原則４月１日となっているが、今年

度途中から認めるということか。 

 

 来年度の４月１日からとなる。 

 

 通学費助成金というのは、世帯収入に応じて変わってくるものなのか。 

 

 保護者の収入による影響はない。通学の距離に応じて金額が異なる。 
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根 内 委 員 

 

 

 

教 育 長 

 

根 内 委 員 

 

 

学校教育課長 

 

教育施設係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

委 員 

 

教 育 長 

 

 

 

 

委 員 

 

教 育 長 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

教 育 部 長 

 通学費助成金に関連することであるが、特認校に就学した場合は除外

となるとのこと。では、就学すべき学校に通学していて対象になってい

た児童生徒が、特認校へ転入した場合の取扱いはどうなるのか。 

 

 これについては、検討する。 

 

 資料１２ページの「小規模特認校への指定変更申請書」中、項目の「～

小規模特認校実施に関する要綱第３条の～」は２条の誤りではないか。 

 

 誤りであるため修正する。 

 

 先ほどの遠距離通学児童等通学費助成金の金額について申し上げる。 

・４㎞以上６㎞未満を徒歩で通学する児童 年額 6,000円 

・６㎞以上８㎞未満を徒歩及び自転車で通学する児童及び生徒  

年額 8,000円 

・８㎞以上１０㎞未満を徒歩及び自転車で通学する児童及び生徒 

年額 10,000円 

・１０㎞以上を徒歩及び自転車で通学する児童及び生徒 年額 12,000円 

となっている。 

 

 そのほか、質問・意見はあるか。 

 

（なし） 

 

 それでは、議案第４３号 田村市学齢児童生徒の就学すべき学校の指

定に関する規則の一部を改正する規則について、から 議案第４５号 

田村市小・中学校遠距離通学児童等通学費助成金交付要綱の一部を改正

する告示について、原案のとおり決定することに異議はあるか。 

 

（異議なし） 

 

異議なしと認める。議案第４３号 田村市学齢児童生徒の就学すべき

学校の指定に関する規則の一部を改正する規則について、から 議案第

４５号 田村市小・中学校遠距離通学児童等通学費助成金交付要綱の一

部を改正する告示について、原案のとおり決定する。 

 

次に、議案第４６号 令和６年度使用教科用図書の採択について、説

明を求める。 

 

 議案第４６号について議案書朗読 
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学校教育課長 

 

教 育 長 

 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 

船 田 委 員 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

船 田 委 員 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

 

 

船 田 委 員 

 

教 育 長 

 

教 育 長 

 

 議案第４６号について補足説明 

 

ただいま説明の、議案第４６号 令和６年度使用教科用図書の採択に

ついて、質問・意見はあるか。 

 

 小学校で令和６年度から使用する教科書のうち発行者が変更となるの

が英語と道徳である。 

 複式学級の場合、５年生で使っていた教科書が６年生で変わるとなる

とやりづらさがあるため、２年間で１セットとして使用することになっ

ている。 

 

 教科書の選定は、今までのように市内で代表の先生方が選定して決め

ていくのか。昔は学校にアンケートがきて希望も取っていたように記憶

しているが、選定方法は今も同じなのか。 

 

 まず、田村・岩瀬・石川の３地域による調査研究をしなければいけな

い。この調査研究の結果を基に実際に採択する田村・岩瀬・石川地区の

採択協議会を行い、教育委員会で最終決定していく流れとなっている。

田村市単独で採択している訳ではない。 

 

 田村地区で決定した後、田村市に持ち帰って田村市としてはどのよう

に決定しているのか。一般の先生方の希望なども反映されるのか。 

 

 調査研究を進めていく中で先生方の意見も吸い上げて参考に取り入れ

ている。この調査研究の結果を基に田村地区採択協議会において協議し

て、そこで順位を決めていくことになる。 

 田村市、小野町、三春町は３地区とも同じ教科書を採択するようにな

る。 

  

 田村、岩瀬、石川の３地区合同で行った調査研究による順番と田村地

区採択協議会で決定した順番が異なった教科は図画工作であった。もし

かすると、図画工作に関しては地区によって違う教科書を使うことにな

るかもしれない。 

 

 教育事務所の指導は入ってないのか。 

 

 はい、敢えて入れていない。 

 

 国語・算数・理科・社会が田村・岩瀬・石川３地区で異なるのは問題
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教 育 長 

 

委 員 

 

教 育 長 

 

 

委 員 

 

教 育 長 

 

 

教 育 長 

 

 

教 育 部 長 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

委 員 

 

教 育 長 

 

 

学校教育課長 

 

教 育 長 

 

があると思うが、技能教科についてはそれぞれの地区の考え方もあるの

でやむを得ないかないと思う。今回の反省点としては調査研究に携わる

教員の選任については検討しなければいけない。来年は中学校の教科書

を採択しなければいけないので、それまでに整えていきたいなと考えて

いる。 

 

  そのほか、質問・意見はあるか。 

 

（なし） 

 

 それでは、議案第４６号 令和６年度使用教科用図書の採択について、

原案のとおり決定することに異議はあるか。 

 

（異議なし） 

 

異議なしと認める。議案第４６号 令和６年度使用教科用図書の採択

について、原案のとおり決定する。 

 

次に、議案第４７号 令和５年度要保護及び準要保護児童生徒の認定

について、説明を求める。 

 

 議案第４７号について議案書朗読 

 

議案第４７号について補足説明 

 

※プライバシー保護の観点から詳細は省略し、質問件数のみとする。 

 個別認定、否認定に関する質問・意見：３件 

 

それでは、議案第４７号 令和５年度要保護及び準要保護児童生徒の

認定について、原案のとおり決定することに異議はあるか。  

 

 （異議なし） 

 

 異議なしと認める。議案第４７号 令和５年度要保護及び準要保護児

童生徒の認定について、原案のとおり決定する。 

 

認定数読み上げ。 

 

日程第４ その他の案件について、委員の皆様からあればお願いす

る。 



10 

 

 

委 員 

 

教 育 長 

 

教育総務課長 

 

 

 

学校教育課長 

生涯学習課長 

 

教 育 長 

 

船 田 委 員 

 

生涯学習課長 

 

 

 

根 内 委 員 

 

 

学校教育課長 

 

教 育 長 

   

教育総務課長 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

委 員 

 

教 育 長 

 

 （なし） 

 

それでは、事務局からお願いする。 

 

 １ 各事業の報告について（２件） 

２ 令和５年８月までの行事予定について（２件） 

３ 令和５年度福島県市町村教育委員会連絡協議会県中ブロック研修

会の参加確認について 

４ 事業実施状況及び予定について（３件） 

 

 

 その他の案件に対し、質問はあるか。 

 

大多鬼丸旗争奪ソフトボール大会の運営は誰が行うのか。 

 

昨年度までは滝根町ソフトボール協会であったが、昨年度の申し送り

から今年度より田村市ソフトボール協会が運営することになり、主催が

変わっている。 

 

８月２３日に開催される市の教育講演会の内容を教えていただきた

い。 

 

算数と中学校英語の学力調査に関する講演会を予定している。 

 

このほか、事務局からあるか。 

 

 以前ご指摘のあった田村市のホームページ更新については、一部更新

されていないページがあった。各課において確認し更新していくように

努める。また、教育委員会ページへのルートが複数あり、ルートによっ

て最終的に表示されるページが違ってしまう例もあったため、広報担当

部署と協議し、より良いホームページとしていく。 

 

そのほか、質問はあるか。 

 

（なし） 

 

令和５年田村市教育委員会第７回定例会の閉会を宣言。 

 

【閉会 午後３時５５分】 
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前記、会議の経過を記載して相違ないことを証するため、ここに署名

する。 

 

 

令和５年７月２５日 

 

 

教育長   

 

 

委 員   

  

 

委 員   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


